
審議第１号（別紙１）

旭川市地域防災計画の修正概要

計画修正の趣旨

平成３０年７月豪雨や令和元年東日本台風，令和２年の九州地方を中心とした集中豪雨な

ど，近年発生した災害や新型コロナウイルス感染症対策等を踏まえた国の防災基本計画及び

北海道地域防災計画の改正を踏まえ，所要の修正を行う。

１ 災害対策基本法の改正を踏まえた修正

⑴ 避難情報の改正 （全般）

（警戒レベル５）災害発生情報 ⇒ 緊急安全確保

（警戒レベル４）避難勧告・避難指示 ⇒ 避難指示

（警戒レベル３）避難準備・高齢者避難 ⇒ 高齢者等避難

２ 北海道地域防災計画の修正を踏まえた修正

⑴ 市民，事業者等の責務 （総－１０，１１，風－７,８）

市民等の主体的な判断・行動のため「自らの命は自らが守る」意識の徹底や市民主体の

取組の支援・強化

⑵ 避難行動要支援者の避難支援の普及啓発 （震－１２，風－９）

防災と福祉の連携による高齢者の避難行動の理解促進

⑶ 物資供給体制の整備 （震－２１，２２，風－１６）

民間事業者との災害協定による流通備蓄物資の充実

感染症対策を踏まえた備蓄

⑷ 要配慮者利用施設 （震－２８，２９，風－１９）

病院等の重要施設において，７２時間事業継続が可能となる非常用電源の確保（努力

義務）

３ 新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた修正

⑴ 避難者の過密抑制を考慮した避難所運営

（震－３７，３９，４１，７１,風－２８，３０，３２，５７））

開設避難所の増加を踏まえ，避難所担当部局に税務部，子育て支援部を追加

４ 被災者生活再建支援法の改正に伴う修正

⑴ 認定基準の明記 （震－９８，１２９）

全壊,大規模半壊，中規模半壊，半壊，準半壊の認定基準を明記

５ その他

⑴ 小学校及び中学校についても，要配慮者利用施設として位置付け

⑵ 資料編の更新（協定等の追加）


